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   広報部のソーシャルメディア活用 

広報会議の読者である、企業の広報担当者は、 
ソーシャルメディアの効果的な活用方法を探しています。 
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ソーシャルメディア支援の、注目企業というブランディングを図ることができます。 
特集に出稿頂くことで、業界内での高いブランディング効果があります。 

営業支援として活用することが出来ます。 
貴社の営業が、アポイント電話や往訪する際に、広報会議に出稿頂いていることが信頼を生みます。 

高い広告効果を生むことが出来ます。 
これからの、ソーシャルメディア支援を考えている方に向け効果的に、貴社サービスをアピールできます。 

   特集企画のご案内 

６月号（ ５月１日売り） 

 スマートフォンやソーシャルメディアの普及で、情報が複雑で多様になっています。 

また、有力企業広報部を中心とした広報会議読者へのアンケートでは、広報部が運用
するＳＮＳアカウントで、フェイスブックがツイッターを逆転するなどの大きな変化も起き
ています。また、ソーシャルメディアに対するリスク管理にも高い関心が集まっています。 

 今回の特集では、このような変化が激しい現代で、どのようにして広報活動にソー
シャルメディアを有効活用していくか、現状とこれからを学んでいきます。 

 企画概要 



  

特別プラン 4C1Pタイアップ ８0万円（税別）  4C1P純広告 60万円（税別）  
       
           
 
 

特別協賛枠 

 特集の流れ※イメージ  総論 

各論 クライアント視点 



広告イメージ 

純広告 編集タイアップ広告 



広報会議３月号 ２００社への広報部アンケートより。 

広報会議３月号の広報部２００社へのアンケートを、 
タイアップにも利用可能 
※例えば下記はＷＥＢリスク管理を行う企業様にご活用いただけます 


